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Ⅰはじめに

　現在のところ，骨格筋量定量法のゴールドスタン

ダードは，核磁気共鳴画像法（MRI 法）やコンピュー

ター画像診断法（CT 法）のような高度画像診断法で

ある。これらの装置は，基本的に身体の横断面の筋断

面積を定量し，各筋断面積（cm2）を加算することで

筋体積（cm3）を求め，筋体積と筋密度の積によって

骨格筋量（kg）が求められる。しかし，これらの高

度画像診断法は測定機器が高額なうえ，高い測定技術

を持つスタッフや診断および解析に時間を要すること

から，一般的な骨格筋量のスクリーニングには不向き

である。

　European Working Group on Sarcopenia in Older 

People（EWSOP）あるいは Asian Working Group for 

Sarcopenia（AWGS）では，骨格筋量の定量法として，

二重 X 線エネルギー吸収法（DXA 法），生体電気イン

ピーダンス法（BIA 法），身体計測法を，筋力の評価

法として握力をサルコペニアの臨床診療基準としてい

る1）2）。本稿では，これらの骨格筋量および筋力の評

価法等について解説する。
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　現在のところ，サルコペニアの骨格筋量評価法とし

ては，二重Ⅹ線エネルギー吸収法（DXA 法），生体電

気インピーダンス法（BIA 法），身体計測法が用いら

れている。DXA 法は，体重を骨組織，体脂肪組織お

よび除脂肪軟組織の 3 成分に分類する身体組成の測

定装置であり，四肢の除脂肪軟組織が骨格筋量の指標

として用いられている。BIA 法は，生体組織の電気抵

抗値を測定することによって身体組成を評価する方法

であり，測定の手軽さや安価であることから，身体組

成に関連する研究場面だけでなく，一般の家庭でも広

く利用されている。超音波法は，局所の骨格筋サイズ

を直接評価することが可能であり，肥満者における腹

部サルコペニアはメタボリックシンドロームリスクと

の間に有意な関連性が認められている。身体計測法

は，簡易な測定値を用いてサルコペニアを判断するこ

とが可能であり，一般対象者へのスクリーニングとし

て活用することができる。
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